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10 月 11 日 (日 ) 、「 侵 略 と 虐殺 の 
500 年 」 を 正当 化 せ ん と する 「 新 大 
陸 発 見 500 年 ・ コ ロン デ 叉 ・ デ デー] 
に 対す る 闘い が 、 世 界 各地 で 取り め組 
まれ た サシ ジ シラ フラ フン と ネコ で て で は ゴゴ ラ 
AXTA TF= irae) Pee 
され て いた が 、 こ れ を 粉砕 する た め 
アメ リカ イン ディ アン 運動 (A IM) 
な ご どの 呼び か け で 抗議 集会 が 開催 さ 
Hg Gare 

この 日 、 西 海岸 一 帯 か ら ア ナ キ ス 
ト 部 隊 約 150 名 が 福 面 武装 で 続々 と 
結集 し 、 同 集会 と デモ に 参加 し た 。 

149 年 前 か ら 毎年 、 サ ン フ ラン シ 
スコ で は 「 コ ロン プス の 大 陸 到 達 」 
を 再現 する セレ モニ ー が 行なわ れ て 
いる 。 これ は 俳優 の 失 す る コロ ン ブ 
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ー 一 侵略 と 慮 殺 の 500 年 と 闘う 


ス が 浜辺 に 「 第 一 歩 」 を 印 し て 旗 を 
立て る と いっ た 趣向 の 、 ま っ た くも 
っ あざ けた イベ ント で ある は 

式典 開催 予定 の アク アテ ィ ッ ク ・ 
パー ク は 、 す で に 1000 人 の 活動 家 、 
そし て アナ キス ト 戦 闘 部 隊 に よっ て 
占拠 され て いた 。 そ う 、150 年 め の 今 
6E。 コ ロン シ ンプ スズ ス は 大 陸 に 「 到 痢 | で 
き な か っ の で ある 。 

セレ モニ ー を 強行 せん と する 主催 
者 側 に は あら ゆる 抗議 行動 が 展開 さ 
tiraz | 

AIM の シュ プレ ヒコ ー ル 、 ヨ ッ 
ト や ボー ト で か けつ けた 支援 グル ー 
アト ベイ エリ ア ャ ピース ヌス * ネイ ピー 
に よる 海上 封鎖 (この 日 、 沿 岸 の 制 
海 権 は 完全 に 彼ら の も の と な っ て い 
た の だ っ た ! ) 、 有 人 色 人 種 系 の 反戦 








a= 
ease 
sa 


グル ー プ RAW、 反 帝国 主義 女性 グ 
ルル WAT アプ < レレ 
ジス タン ス (抵抗 へ の 宣誓 ) ZY 
ー ン ピー ス 、' ジア ラック ブロック 
な どの 多く の グル ー プ に よっ て セレ 
ー は 完全 粉 娠 され る こと と な っ 
foe 
事前 の 戦術 会 議 で は 、 ア ナ キ スト 
ee 
辺 に 進撃 する の を 防衛 する 予定 
i A I M は 実力 で 難なく 
突破 し て し ま っ RS 
4 時 間 に わ た っ て アク アテ ィ ッ ク 
・ パ ー ク の 右 拠 を 貫徹 し た 参加 者 は 、 
抗議 デモ へ と 移り 前 進 を 開始 し た 。 
(この デモ は 、A IM と と も に 活動 
する オー ル ・ ピ ー プ ルズ ・ コ ング レ 


ス が 主催 ) 
みや 
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a de al dag | A i ar ig A a 
デー 奉祝 パレ ー ド 」 BBC BDV 
ey cae 

計画 どおり 、RAW か ら の 有色 系 
青年 部 隊 が 先頭 と な り 、 ブ ラッ ク ・ 
Fay FT WHT BS He LD 
「 帝 国 主 義 者 ども の パレ ー ド 」 に 突 
撃 し た 。 

突撃 部 隊 は 忍者 コス チュ ー ム を 身 
に まとい 、 一 斉 に シュ プレ ヒコ ー ル 
いや それ 以外 の 何だ か わけ の わか ら 
な い 叫 び 声 を あげ な が ら 、 反 動 的 パ 
レー ド め が け て 突入 じ し て いっ た 。 4 
頭 に は アナ キス ト の 黒 旗 、 そ し て ア 
フリ カ の 旗 が 林立 し て いる 。 

忍者 部 隊 の 一 団 は 走行 中 の 車 を 追 
越し 、 周 辺 の 窓 ガ ラス を 粉々 に 割っ 
て 破壊 的 進撃 を 続け 、 パ レー ド の 防 
箱 に あたっ て いた 警官 隊 の 包囲 網 を 
a co 

さら に この 忍者 部 隊 は パト カー に 
対し 火炎 ビン 攻撃 を 敢行 、 見 事 炎上 
せしめ た 。 「 運 悪く 」 現場 を 通り か 
か っ た BMW は 一 瞬 に し て 鉄 ク ズ と 
化し 、 和 警察 機動 部 隊 の オー トバ イ 数 
台 が ボコ ボコ に 破壊 され た 。 

ei, |! ヨロ ンプ ス oa 
の 横断 幕 は ズタズタ に され 、 パ レー 
ド 用 オー プン カー は た ち ま ち に し て 
ボロ ボロ と な っ た の だ 。 

侵略 に よっ て 流さ れ た 人 民 の 血 を 
意味 する 赤い ペン キ を 仕込 ん だ ペン 
キ 爆 弾 が 飛び 交 い 、 み る みる うち に 
赤く 染まっ て いく 現場 一 帯 で な お も 
攻撃 は 続く 。 

コロ ンプ ブス ・ デ ー を 紺 弾 す る スロ 
ー ガ ン が スプ レー に よっ て 壁 と いう 
遍 に 描か れ て いく 。 「 フ ァ ッ ク ・ コ 
ロン プス ! 」「 大 虐殺 を 祝う な ! 」 
「 アメリカ合衆国 は 北米 か ら 出 て い 
lg [アン ドレ スン ツィ アウ ツェ ル 
デ を 釈放 し ろ !」 

式典 に 参列 し て いた 当局 関係 者 に 
は 、 晶 声 が 浴び せら れ 、 通 り 沿 い に 
ある カフ ェ テ ラス の テー ブル や イス 
が 次 々 と 宙 を 舞う 。 

面目 を 失っ た サン フラ ン シ ス コ 市 
和 警 本 部 は 機動 隊 を 導入 し 、 パ レー ド 


(2) 1993.4.15 


> 





の 一 部 だ け で も 防衛 し よう と し て 最 
俊 の あがき を 続け て いた 。 

ee A A Vc Ore 
ん だ 別 動 の 抗議 グル ー プ は 、 ク イー 
ン ・ イ ザ ベ ラ 号 の 前 に 陣 ど り 座 り 込 
A E T (ei RBA. 

Ries AUA FRR ECZA = 
ン 役 を 演じ た の は 地元 の 十 代 の 女性 
で 、 数 週間 前 に お こ な わ れ た 「 美 人 
377 AP f で 本 ば れ た だ の た だ た っ た 。 
(彼女 の 「 戴 冠 式典 」 は 一 週間 前 の 
A IM の 呼びかけ に よる 抗議 行動 で 
すでに 粉砕 され て いる ) 

か LC、 紀 ロ ンダ ・ デ ニャ が 
レー ド は ボロ ボロ に 粉砕 され た の で 
あっ た 。 


アナ キス ト ・ バ ンク ス 


報復 弾圧 許さ ず 
さら な る 闘い ヘ ノ 


この 日 の 行動 を めぐ っ て は 、 現 在 
総括 論議 が 継続 し て な され て いる 。 
各 グ ルー プ 間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 
の 問題 、 戦 術 決定 段階 で の 問題 な ど 
で ある 。 

全体 的 に 一 定 の 成果 を 収め 、 多 く 
の 連帯 が 生ま れ た こと を 評価 し つつ 、 
今後 の 課題 も も ちら た め て 認識 する 闘 
PCD olo 

11 日 の 行動 で の 全体 の 逮捕 者 は 40 
名 。 は ほとん ど ご が 即日 釈放 を 勝ち 取っ 
た が 、 数 名 に は 重 刑 攻撃 が か けら れ 
で MO 

TITTA ド パ ペン タス 、 ジ ェ ー ム ズ 
sw Se し て は 1 人 人 炎 ビ ピン 所 
持 容疑 」 の 他 、 8 つの 罪 が デ ッ チ 上 
げ ら れ 、 保 釈 金 25 万 ドル と いっ た 、 
まさ に 報復 的 弾圧 攻撃 が 加え られ て 
いる 。 

仲間 の 即時 礁 本 と さら な る 闘い へ 
向け 、 連 帯 を 構築 し て いこ う ! 


(メキ シコ ) 


コロ ン フ ブス 像 を ベン キ の 皿 で 染め る 


91 年 9 月 20 日 、10 月 6 日 の 2 回 に 
OE OR ギョ コツ ティ ャ で アザ キス 
ト の 大 集会 が 開催 され 、 侵 略 と 虐殺 
の 500 年 を 正当 化 せ ん と する コロ ン 
ブス ・ デ ー に 反対 する 抗議 行動 を 展 
開 す る こと が 確認 され た 。 

これ を うけ 、 ソ ガロ 広場 ナチ ショナ 
ル ・ パ レス で の 24 時 間 体 制 泊 り 込 み 
に た や に コロ ンプ ブス 人 へ の デモ な ど 
が 10 月 11、12 日 に か け て の 連続 行動 
と し て 計画 され た 。 一 連 の 行動 は ブ 
ラッ ク ・ ブ ロッ ク と Love & Rage ネ 
ットワーク な ど に よっ て 広範 に 呼び 
か けら れ 、 多 く の 仲間 が 参加 する こ 
た 5 た 。 

11 日 当日 の 午前 9 時 に は 参加 者 が 
続々 と ナシ ョ ナル ・ パ レス へ と 結集 
GOED, コレ ラノ クティ ジム どの 符 団 
体 も 参加 し た 。 ( 主 な も の と し て は 、 
LUIT の スク ベルク 7 、。 タン ビオ 
ST ad VS ee ミイ マッ a 
ion TAFA ee a 
デス トラ アク シオ シャ デイ デオ ロト 


アス 、「 表 現 と 自由 」、KUT だ な ど 
の コレ クティ ブ や Love & Rage ネッ 
トワ ー ク ノン メ キシ コ な どの グル ー プ ) 

広場 に テン ト を ひろ げ 泊 り 込 み 占 
拠 を 開始 し た と ころ 、 反 動 的 な グル 
ー プ に よっ て 取り 囲ま れ て し まっ た 。 
ニュ ー メ キシ カン 哲学 スク ー ル の メ 
ン バ ー や 政権 党 で ある PR TI (制度 
的 革命 党 ) に よっ て 雇 わ れ た 連中 で 
あっ た 。 も ちろ ん これ を は ね の け て 
占拠 は 貫徹 され た 。 

翌 12 日 午前 9 時 、 ヘ へ ノ ベ セ 虐殺 追 
悼 祈念 碑 ま で の デモ 行進 が 開始 され 
た 。 解散 地点 周辺 で ビラ まき を 展開 
し た と ころ 、 多 く の 人 和信 々 の 注目 が 集 
I oko ペン トド トーア メリ 
カ な ご ど メキ ンコ 以外 の 地域 か ら の 仲 
間 た ち も か けつ け 、 全 体 で は 約 70 名 
の 結集 と な り 、 デ モ は 大 い に 盛 り 上 
が うた 。 

0 お あこ この マッ ツク ドブ ロッ ク グ 
ルー プ や 戦闘 的 パン クス 部 隊 を 中 心 
と する 若者 ら が 元気 良く 街頭 に 飛び 


出し 、 ス ロー ガン を 叫び な が ら 道 路 
を 封鎖 し 、 コ ロン ブス 像 めがけ て 突 
撃 し た 。 

「 い っ た いこ れ は 何 の デ モ な ん だ 
7 | や つら は いっ た い 休 者 だ ?」 
と 突然 の 出来 事 に 状況 を 把握 で きず 
あわ て ふた めく 警官 隊 、 憲 兵隊 の 包 
囲 を 突破 し 、 パ ンク ス 部 隊 が コロ ン 
ブス 像 に か け の ば っ た 。 BRO 500 
年 の 間 に 犠 牲 た な っ た 民衆 の 血 を 意 
味 す る ペン キ を 像 に が ぶち まけ 、 侵 略 
500 年 を 紅 弾 する 横断 幕 を 掲げ て 、 
シュア レヒ コー ル や の だ の 7 っ た 。 
(KP TAS Soa A 
を 焼け ! 国家 に 死 を ! 」 

と た も 9 ンティア バン (PP 令 
式典 を 粉砕 する ぞ ! 教会 粉砕 ! 」 

「 式 典 く そく ら え ! 我々 は 闘う ぞ ! 
ke et 

引 ラ ョ ョ スチ テツ カテ の 四角 周 詞 の ビ 
ル や 高級 車 に 強 カ ノリ を も っ て 貼り 
つけ つつ 、 部隊 は ソ カ ロロ 広場 へ と ひ 
SUT 
WLS yy 2Aas BA. CORD 
(THe | EPA TSAR ER TILT, 
パン クス 、 ゴ ロ ツ キ 集 団 に よる 過激 
な 行動 」 な ど と 書き た て た 。 


まだ まだ ある ぞ ノ 連続 行動 … 


この 他 さ ら に 2 つの デモ が 、Love 
& Rage ネ ットワーク に よっ て 呼び か 
けら れ 、 生 国 答 地 の コレ ク 芝 ィ プ な 
どか ら 多 く の ア ナ キ スト が 参加 し た 。 
10 月 23 日 、 ア メリ カ 大 使 館 前 で 、 
不当 に 投獄 され て いる アナ キス ト 、 
ケニー* PUP OR Me. | デア て 
アブ ・ ジ ャ マル GRE) に 対す る 死 
刑 判 決 の 撤回 と 彼 の 即時 釈放 を 求め 
る 抗議 行動 が 取り 組ま れ 、 約 30 名 の 
アナ チキ スト ら が これ に 参加 し た 。 
約 4 時 間 に わ た り 大 使 館 前 に 座り 
込み 、 投 獄 さ れ て いる 仲間 の 釈放 と 
反 国 家 、 反 帝国 主義 ス え スロー ガン を 座 
OERO Oo CODEF AJA 
アワ ー で 混雑 し は じ め た 街頭 に くり 
出し 、 横 断 幕 や プラ カー ド を 掲げ て 
アピ ビー ルコ 者 名 集め を お 2 な きた 。 
一 週間 後 の 10 月 30 日 、 今 度 は ペル 
ー 大 使 館 前 に 結集 し 、 不 当 に 逮捕 、 


投獄 され た ペル ー ア ナ キ スト 活動 家 


アン ドレ ス ・ ヴ ィ ア ヴェ ル デ へ の 之 
帯 行動 が 闘わ れ た 。 多 く の コ レク テ 
ィ ブ 、 グ ルー プ が 現場 で ピケ 闘争 を 


展開 し 、 ア ンド レス の 即時 釈放 を 訴 
えた 。 横断 幕 、 プ ラ カ ー ド な ど を 掲 
げ な が ら 周 辺 の 道路 を 制圧 し 、 ビ ラ 
配り 、 賭 名 集め を お こ な っ た 。 

一 連 の 行動 を し めく くる 最後 の 闘 
Slt, IIA 1 日 に 取り 組ま れ た 。 こ 
れ は 、 ハ ハンバー ガー ショ ッ プ ・ マ ク 
ドナ ルド に 対す る 抗議 行動 で 、 多 く 
の 戦闘 的 アナ キス ト 、 パ ンク ス が 参 
Mite. 

アラ ゴン ・ コ マー シャ ルプ ラ ザ 内 
に ある マク ドナ ルド 店 舗 に 対し アナ 
キス ト は 直接 行動 を 敢行 し 、 マ ク ド 
ナル ド の 帝国 主義 的 食品 産業 を 紺 弾 
し た 。 ウ イン ドー を 粉々 に 破壊 し 、 
レニ ペイ いで いい マスク ドナ ルポ 
妊 弾 、 反 夫 国 主義 な どの スロ ー ガ ン 
を 次 々 と 描い て 、 行 動 は 勝利 の うち 
(431 クン た 。 

[ime ey 2 て ジャ マル 

1981 年 1 月 に ム ミ ア は 「 警 官 殺 

害 」 の 容疑 で デ ッ チ 上 げ 起 訴 さ れ 

た 。 現在 、 死 刑 判決 を 受け て 服役 

中 で ある 。 か れ が 黒人 に よる コミ 





ュ ニ ティ ー『MOVE』 の 支援 な 
eet OE hier re 
的 な 裁判 で あっ た 。 救援 運動 が 続 


けら れ て いる 。 (詳細 は 、 ア ナ キ 
スト 連盟 機関 紙 『 自 由 意志 』44 号 
に 掲載 され て いる ) 


スペ イン / バ ル セ ロ ナ で の 取り 組み 


1992 年 10 月 12 日 正午 ・、 コ ロン プス 
『 新 大 陸 発 見 』 500 年 を 祝う あら ゆ 
る 行事 に 反対 する デモ が 組ま れ た 。 
『 新 世界 秩序 を 粉砕 し よう !』『 真 
DBA SFAABBSE ED ti t 
いう スロ ー ガ ン の も と に 、 多 く の 仲 
間 が 大 学 広場 に 集まっ た 。 

この デモ を 呼び か けた リバ ー タ リ 
ガク ルーブ 、 ロカ ル CF FEAR 
書店 ) 、 ア テ ネ オ ・ リ ベル タリ オ ・ 
ZEA LUIS =F アウ ツタ ャ パー、 
活動 スペ ー ス ) 達 の 方 針 は 、 ア イロ 
ニカ ル か つ 断 固 と し て 主張 を 貫き 、 
か つ 、 無 理 な 行動 は と し とら な いと いう 
こ ど で あっ た 。 

12 時 に は 、 何 百人 も の 人 々 が 集 ま 
り 0 だ 代 外 2 全 し ます と し た 。 ぞ し て 


| その 時 、 一 予想 され て は いた が - 警 


察 部 隊 と の 衝突 が 起こ り 、 何 台 か の 
国家 警察 の ワゴン 車 が デモ 隊 の 行く 
手 を 阻ん だ 。 警察 部 隊 の 指揮 者 は 、 
「 こ の デモ は 許可 され て いな い 。 す 
みや か に この 場 か ら 解 散 し な さい 」 
と 警告 し た 。 

この 後 、 最 初 の 警官 隊 の 投入 が 始 
まり 、 デ モ 隊 を 追い 払い に か か っ た 。 


続い て 機動 隊 が 大 学 広場 の 周り に 配 
直さ れ 、 デ モ に 参加 する た め に 集 ま 
STOKKAR TNT 
Mizo 

警察 権力 は 、 包 囲 し た 中 に 入り 、 
全て の 人 々 に 対し て 身元 確認 作業 に 
取り か か り 始 め た 。 い く 人 か の 市 民 
は 、 目 ら の 通行 の 自由 の 権利 を 主張 
し て 、 警 察 の デモ 妨害 や 身分 証明 書 
の 提示 を 拒ん だ が 、 彼 ら は その 後 不 
当 に も 逮捕 され た 。 

警察 に よっ て 拘 引 され た な か に は 、 
ベジ ャ ッ テ ー ラ 大 学 の 経済 学 教授 ジ 
プー マル ルナ RA A サ キ ー ル 
の 姿 も 見 られ 、 オ ル タ ナ ティ ブ ゲ グル 
ー プ の メ ウパ バー 志 共に 連行 され て 行 
ay cere 

午後 1 時 頃 も 警察 の 厳重 な 警戒 体 
市 は 続き 、 旧 市 街 か ら や っ て きた 数 
人 の 通り が か り の 人 々 を も 、 デ モ に 
参加 し た と いう 容疑 で 連行 され て い 
っ た 。 最終 的 に は 25 名 が 逮捕 され 、 
多く が 職務 質問 を 受け 、 身 分 証明 書 
の 提示 を 求め られ る と いっ た 不当 な 
検問 を 受け た 。 


(4 ページ へ つづ く ) 
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京都 奉 





云 に 対し 直接 行動 


浴 安 条例 三 「 拡 声 機 規制 条例 」 に 断固 た る 抗議 貫徹 


3 月 に 入っ て 京都 府 は 、 府 議会 の 
会 議 に 急きょ 「 拡 声 機 規制 条例 」 
を 提案 する こと を 決め た 。 条例 の 要 
綱 の 発表 が 358 日 、11 日 に 提案 し 
て 実質 審議 は わずか 1 日 し か 設け ず 、 
15 日 に 採決 する と いう スピ ー ド 審議 

の 予定 が 立て られ た 。 

拡声 機 規制 条例 」 と は 、 拡 声 機 
の 音量 が 85 デ シベ ル を 超え た 場合 、 
その 使用 を 一 律 に 制限 し よう と する 
も の で ある 。 そ し て 、 当 該 行為 が 条 
例 に 違反 する の か どう か は 警官 の 判 
断 に 委ね られ 、 令 状 な し で 「 停 止 命 
| や 邊 立ち 入り 調査 ] を する こと 
が で きる 。 こ の 警官 の 権限 拡大 は 、 
治安 法 的 性 格 を 特徴 づけ る も の で あ 
Dg 

この 条例 は 、 表 向き は 右翼 の 街宣 
SIC KA RRS EO HE SICH 
の も の で ある と され て いる が 、 こ れ 
が た だ 単に 条例 を 成立 させ る た め の 
方 便 で し か な いこ と は 明白 で ある 。 
すでに 条例 が 制定 され て いる 熊本 に 
お いて は 、 一 般 の 市 民団 体 の 拡声 機 
の 使用 に 対し て 、 警 察 が 音量 の 測定 
を 行ない 「 条 例 補 反 」 と し て 警告 
売出 すもも いう こと も 起き で いる 。 

書 和 祭 庁 が 原案 を 作り 、 各 自治 体 で 


(ペー の の の つの づく 

また 同日 の 午後 1 時 半 頃 に 、 ネ オ 
・ ナ チ (スキ ン ヘ ッ ズ ) が 集会 ( 公 
認 さ れ て いる ! ) を ロス ・ パ イセ ス 
・ カ タラ ネス (祖国 カタ ルー ニャ ) 
広場 で 行い し 。 そ の まま カタ ルー ニャ 
広場 (我々 の 集合 地点 か ら 50 メ ー ト 
ル は ほど ご 離れ た 中 心 街 に ある 広場 ) に 
な だ れ 込 み 、 挑 発行 為 や 乱暴 行為 を 
お こ な っ た 。 警察 の 警戒 体制 は あっ 
た も の の 、 お ざ な りな も の で あり 、 
一 切 の 職務 質問 も 行なう こと は な く < く 、 
また を 足 だ 結集 し て き て いる スキ ン 
ヘッ ズ を 解散 させ る こと も な か っ た 
の で ある 。 

警察 権力 と ネオ ・ ナ チ 一 体 と な っ 
た 弾圧 を 許さ ず 闘 っ て 行こ う }】 
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ES Si ioc 


議場 で 横断 幕 を 掲げ て 決起 する 


アナ キス ト “We 』 


の 








n t want your law!” 


Anarchists unfolded a banner and chanted at the gallery. ( 11,Mar ) 


の 制定 を 強引 に 押し 進め て いる この 
条例 は 、 明 確 に 治安 条例 と し て の 性 
格 を 備え て いる 。 民衆 の 表現 手段 と 
し て の 拡声 機 の 使用 を 制限 する こと 
に より 、 民 衆 の 声 を 、 怒 り を 押さ え 
込ん で 行こ うと する も の に 他 な ら な 
Vai 

こう し た 治安 体制 は 、 こ こ 数 年 着 
々 と 強化 され て 来 て いる 。 暴力団 対 
東 法 に よる 『 団 体 規制 』 、 麻 薬 取 締 
法 に よる 『 オ トリ 捜査 の 合法 化 』、 
これ ら は 従来 の 法 で は 行え な か っ た 
弾圧 手段 の 飛躍 的 な 強化 を も た ら さ 
ん と する も の で あり 、 そ れ が 、「 右 
翼 」 を 口実 と し て 強行 され て いる の 
で ある 。 我々 は この 国家 権力 の 治安 
体制 の 強化 を 絶対 に 許し て は な ら な 
be 


条例 反対 の 闘い 


京都 府 で の 制定 策動 に 対し 、 各 市 
民 グ ルー プ が 集まり 「 拡 声 機 規制 条 
例 制定 反対 京都 実行 委員 会 」 が 作ら 
れ 、 即 座 に 行動 を 開始 し た 。 

8 日 の 緊急 集会 を 始め と し て 、 連 
日 の 府庁 前 で の 情 宣 と 座り 込み 、 ま 
た 京都 府 知事 や 議会 各 会 派 へ の 申し 
入れ 行動 が 行わ れ た 。 し か し 、 共 産 
党 以 外 は 全て 与党 と いう 議会 の 状況 


か ら 、 人 条例 制定 の 強行 は 十分 予想 さ 
れる 。 社会 党 は 自民 党 に 全面 屈 伏 し 、 
共産 党 も 「 右 翼 は 規制 し て も 自分 た 
ち は 助 け て くれ 」 と いう まっ た くも 
っ て 御 都 合 主義 的 本 質 を あら わ に し 
IS GAYS STW, 

RRORDALTRBRANZTE 
の な い 議 会 に 対し 、 条 例 に 反対 する 
RAY) DFS SOIT TITS NS. 議会 
へ の 傍聴 抗議 行動 が 提起 され 、11 日 
の 条例 提案 の 日 に は 、 早 朝 か ら 多 く 
の 闘う 仲間 が 結集 し た 。 


アナ キス ト の 決起 で 議場 ボロ ボロ 


その 全て が 茶番 貞 で あり 、 民 主 主 
義 の 名 の も と に 民衆 へ の 「 合 法 的 な 
支配 」 を 継続 する た め の 議 会 に 対し 
て 、 も えた ぎる 怒り を 持ち つつ その 
破壊 を 希求 する アナ キス ト は 、 こ の 
闘い に 決起 し た 。 

資本 家 や 御用 組合 な どの 代弁 者 に 
すき な い 議 員 ど も の 馴れ 合い の 答弁 
が 議場 を 白々 し いも の に する 。 が 、 
「 拡 戸 機 規制 条例 」 の 提案 理由 の 説 
明 と 答弁 が 始ま る と 、 次 々 と 抗議 の 
BDBOt SNA. 議場 は 一 気 に 白 
熱 化 し た 。 

条例 制定 の 中 心 人 物 で ある 京都 府 
警察 本 部 長 が 答弁 に 立つ と 、 怒 り は 


ROU < RRL. アナキスト は 
「 法 に 死 を ! 治安 弾圧 粉砕 ! 」 と の 
スロ ー ガ ン も あざ や か な 黒い 横断 幕 
を 手 に 次 々 と 立ち 上 が り 抗 議 の 声 を 
叩き つけ た 。「 条 例 を 粉砕 する ぞ ! 」 
と いう 叫び は 会 場 を 圧倒 する 。 そ し 
て 警備 員 と の 攻防 が 始ま っ た 。 闘う 
仲間 た ち は 権力 に よっ て 暴力 的 に 排 
除 さ れ な が ら も 最後 まで スロ ー ガ ン 
を 叫び 続け た 。 

この 日 の 行動 は 、 マ スコ ミ も 無視 
で き が なり ご チレ 世 、 新 聞 で 天 き 
< とり あげ られ 、 こ の 条例 の 間 題 点 
が いっ そう 洋 き 彫り びに きれ な 。 議会 
で の 退場 者 は 40 年 ぶり と いう セン セ 


nm ツル プロ ググ も つい 0 だ 。 て の ) 
後 も 街頭 情 宮 な どの 抗議 行動 が 続け 
られ た 3 

条例 は 16 日 に 可決 され て し まっ た 
が 、 我 々 は この よう な 治安 弾圧 策動 
に 対し て は 更 な る 直接 行動 を も っ て 
攻撃 を 加え る べく 運動 を 展開 し な け 
れ ば な ら な い 。 議会 制 民主 主義 の 欺 
由 性 を ハッ キリ と 指摘 し つつ 、 そ れ 
に と ら わ れ な い 闘 い 方 を 断固 と し て 
推進 する こと を 、 ア ナ キ スト は 我 が 
身 を も っ て 示し 、 民 衆 の 大 き な 闘 い 
の ⑳ う ね のり を 作 ゆ 9 だ し て いこう 。 議会 
< 


al 
actue Ac ction. 
ERAM 


Lo TACTA 950 円 ) A5 版 
< 特集 1. ロサ ン ゼ ルス 暴動 > 

・ ロ ス 暴 動 ー ロ サン ゼル ス は 燃え た 
・ 黒人 解放 軍 (BLA) 武装 闘争 史 
< 特集 2 . アウ トノ ー メ 運動 > 

*・ ロ スト ッ ク 、 対 ネオ ナチ 戦闘 記 
・RZ (革命 細胞 ) 声明 その 他 
文 発行 Actual Action 編集 委員 会 
文 連絡 先 T114 東京 都 北 区 

王子 郵便 局 私 書 箱 31 号 AAA 気 付 


60 ペ ー ジ 


建 都 1200 年 祭 粉砕 の 決意 固 く 
ら /11 2A RRS ERA 


2 月 11 日 、 京 都 に お 
念 の 日 」 =「 紀 元 節 」【 


SOC 「 建 国 記 
に 反対 する 京 


都 総 決起 集会 と デモ が 行わ れ た 。 皇 
供 は 、 反 天皇 制 の 取り 組み を 続け て 
いる 『 大 皇 制 の 強化 を 許さ な い 京 都 
TEDA: RAT TTA 
合流 し た 。 
に 取り 


実行 委員 会 
ト は 、 こ の 集会 と デモ に 
我々 アナ キス ト が この 闘い ! 


組む の は 、 多 く の 団 体 、 個 人 の ご と 
く 現行 の 憲法 体制 を 守る と いう 視点 
か ら 大 旦 制 の 「 強 化 」 に 反対 する の 
で は な く 、 憲 法 そ し て その 容認 する 
と ころ の 天皇 制 そ の も の に 反対 し 、 
それ ら を 廃絶 する と いう 視点 か ら で 





re NIV y ト 次 で デモ を する アナ キス ト 部 隊 Militant anarchists with 
black flag and helmets, demonstrated in Kyoto. (11, Fed) 


ある 。 ま た 、「 建 国 記念 の 日 」 が 天 
旦 制 支配 の 正当 性 を 根拠 と し た 「 紀 
元 節 」 で ある ゆえ に 反対 する の みな 
ら す 、 国 家 の 「 建 国 」 そ の も の を 許 
さ な い と いう 立場 性 も 明確 化 さ せな 
けれ ば な ら な い 。 

と り わ け 、 来 年 、 京 都 府 は 「 建 都 
1200 年 祭 」 を 一 年 間 に わ た っ て 繰り 
広げ よう と し て いろ る 。 TROR] 
と し て の 京都 、 こ こ を 根拠 地 と し て 

皇 の 軍隊 は 過去 1200 年 の 長き に 
た だ っ て この 列島 の @ の 。、 さら に は デレ ウデ 
へ の 侵略 を 行っ て きた 。 ま さ に 『 侵 
略 と 虐殺 の 1200 年 』 以外 の 何 物 で も 
な い 。 こ れ を 祝う 事 な ど けっ し て 出 
来 は し な いし 、 この 行事 に よる 天皇 
制 支配 の 維持 ・ 正 当 化 を 許し て は な 
ら な い 。 こ の 一 年 間 の 反 天 皇 制 の 闘 
い は 、 来 年 の 「 建 都 1200 年 祭 」 に 対 
する 闘い に 向け た 前 哨 戦 で ある 。 

COB. アナ キス ト は 、 黒 ヘル メ 
ッ ト を 装着 し 『 建 都 1200 年 祭 爆砕 ! 』 
の 黒い 横断 幕 を 掲げ て デモ を 行っ た 。 
闘い の 質 を 後退 させ 続け る 運動 の 中 
に あっ て も 、 我々 アナ キス ト は 、 自 

ら の 思想 的 確信 と 闘志 を 溢れ させ つ 
つ 、 絶 え ず 闘い の 先頭 に あら ね ば な 
ら な い 。 共 に 闘わ ん ! 


前 号 P3、1 列 9 行 目 
誤 ・ 噴 水 な の よー 正 ・ 噴 水 な ん 
E か じゃ な い の よ 
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ペル ー・ フ ジ モ リ 独裁 政権 の 弾圧 許す な ./ 
7 YRUARME* LER ryn eR 


NIe EPOP ESTO. 
yf CENT S38) Ost レバ パ ー で 
HSOtELCF v~F Bebak Hi 
在 も 拘束 され て いる アナ キス ト 、 ア 
ンド レス ・ ヴ ィ ア ヴェ ル デ の 航 放 を 
要求 し て の 抗議 行動 が 10 月 30 日 、 世 
尋 答 地 の ベ ルー 大 使 館 、 領 事 館 に 対 
し て 闘い ぬか れ た 。 

現時 点 で 確認 し て いる だ け で も 、 
TIRA bhs BEY ee BO ハン 


Lda, ZED er ae eA, Bs, 


ロサ ン ゼ ルス 、"- ニ ュー ヨー ク そ し て 
東京 な どの 各地 で 闘わ れ て いる 。 

ナブ レレ スウ イア ウェル aS! 
年 10 月 27 日 、「 破 壊 活動 」 等 の 容疑 
で ペル ー 当 局 に よっ て 逮捕 され 、 現 
在 に いた っ て も な お 拘留 され た まま 
で いる 。 さらに 、 こ の 件 に 関す る 扱 
い が 、 地 元 警 察 か ら DINCOTE( 反 テロ 
専門 部 局 ) に 委ね られ る こと と な っ 
た ば か りか 、「 容 疑 」 を 立件 する こ 
と の で き な か っ た 当局 は 、 彼 を PC 
P グ セン デ ロ ・ ル ミノ ツ の メン バー 
さる Cheat L 72072, 

彼 は 弁護 士 と の 連絡 を と る こと が 
許さ きれ て お ら ず 、 ま た 友 入 、 家 族 と 
の 面会 すら 一 切 認 め ら れ て いな い 状 
態 で ある 。 こ の よう な 状況 下 、 外 部 
か ら の 支援 は 困難 を きわ め て いる 。 


世界 各地 で 連帯 行動 


これ に 対す る 国際 キャ ン ペ ー ン は 、 


アナ ギ キス ト 各 グル ー プ や アン ドレ ス 
の 釈放 を 求め る 人 々 の 広範 な 連帯 行 
動 選 も で 行 れ で いる 。 ア ナギ スト 
プラ ッ ク ・ ク ロス (黒色 救援 会 ) 、 
アナ キス ト 青 年 戦線 、WSA (国際 
労働 者 協会 アメ リカ セク ショ ン ) 、 
ヨレ クティ ボ ポ *・ ブ ファ ン の ハタ ドリ の ペ 久 
グリ ア 。 イ シン ター ナチ ショ ナル デ ナ 
キス ト ・ ド ル テ ィ 旅 団 、Love & Ra- 
ge ネッ トワ ー ク 、 こ の 他 多 く の 支 援 
団体 が 取り 組ん で いる 。 

さら に この 国際 連帯 デー の 一 環 と 
LC, ARIRAMA BGR } ASIC 
開 さ れ 、 こ れ は ペル ー 大 統領 アル ベ 
ルト ・ フ ジ モ リ に 提 店 きれ る こと と 
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な っ て いる 。 現在 まで の 集約 で は 、 
ロジ プア 。 中 チオ ラッ ンク Age 
=F YT TVA PIG 2S. 
ボー ラン ドッ Zatlers ARA 
ジグ SAAS FAS Tae リカ ラル 
ガリ ア な どか ら 多 く の 署 名 が 寄せ ら 
た 

国際 連帯 行動 は 、 そ の 規模 は 決し 
GREK BAEWE eh. T FAA 
運動 の 連帯 に も と づく ペル ー の 仲間 
へ の 具体 的 支援 と し て 開始 され た 。 


ペル ー ア ナ キ ズム 支援 の 第 一 歩 


リマ (ペル ー の 首都 ) や アヤ クチ 
a (セン デ ロ ・ ル ミノ ソン 発祥 の 地 ) 
な どの 都市 で アナ キズ ム 運 動 は 活発 
で ある 。 リ マ に 限っ て 言え ば 、 バ ン 
IA グラ (思い 放 ) 、 ラ ミア 
ロ テ ス タ (抵抗 ) な どの 2 紙 が 有名 
で ある 。 計 た 5 つの アキ ネト ウル 
ー プ が 共同 5C、 アテナ キ スト コッ レク 
ティ ブ の 連合 体 を 形成 する な ど し て 
いる 。 

ベル ー は 現在 、 革 命 寸 前 の 情況 に 
あお る と 言え る 3 

最大 の 反 政 府 組 織 と し て 、 だ 毛沢東 
主義 を 掲げ る PCP プ セン デ ロ ・ ル 
ミノ ソ が あげ られ る の は いう まで も 
な い が 、 こ の 他 に も 多く の 勢力 が 存 
在 し て いる 。 

ペ ベ ペルー 共産 党 は ペル ー 国 家 や 権力 
側 の 人 間 に 対し て だ け で な く 、 路 線 
の 異な る 反 体 制 勢 力 に 対し て も 攻撃 
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を 加え て いる 。 ペ ルー の アナ キズ ム 
運動 も また 、PCP に よっ て 脅かさ 
れ て いる 情況 下 に ある 。 

ベル ー の 貧困 層 や 労働 者 階級 に お 
ける 反 政 府 気運 の 高まり は 、 ア ナ キ 
ズム 運動 に と っ て 一 定 の 情況 を 提起 
し て いる も の の 、 国 際 ア ナ キ ズム 運 
動 が これ を 支援 し て いく の は 困難 な 
の が 現実 で ある 。 

今回 取り 組ま れ て いる アン ドレ ス ・ 
ヴィ アヴェ ル デ 国 際 キ ャ ン ペ ー ン は 、 
ペル ー の アナ キズ ム 運 動 が まさ に 必 
要 と し て いる 国際 連帯 を 具体 的 に 構 
築 し て いく た め の 第 一 ステ ッ プ な の 
pee 


ベ ペルー 政府 の 弾圧 を 打ち 破 ろ う ./ 


現在 ベ ペルー は 、 権 力 側 の な り ふ り の 
か まわ ぬ 弾 圧政 策 の も と 、 非 常に 厳 
し い 状 態 に ある 。 大 統領 フジ モリ の 
「 上 か ら 」 の クー デ タ ー 攻 撃 、PC 
P の アビ マエ ル ニ ュ ク スマ シン 議長 の 示 
捕 な ど は 一 例 に すぎ な い 。 

アメ リカ 軍 に よる ペル ー へ の さら 


な る 軍事 介 人 の 可能 性 を 語る 者 は い 


ま の と で 26 起き ゆい ない 5 し か し 
な が ら 「 麻 楽 戦 争 」 の 名 の も と 、 す 
で に 多く の 軍事 顧問 団 が 派遣 され 、 
ベル ー 内 で 戦闘 行為 に 参加 し て いる 
の た だ 。 

PCP は 「『 都 市 蜂起 の 準備 段階 と 
し て 、 農 村 か ら 都 市 を 包囲 する 」 と 
いう 、 い わ ゆ る 毛沢東 の 人 民 戦 争 戦 


フル ガリ ア か ら の 報告 


以下 の 報告 は 、 ブ ル ガ リ ア 青 年 ア 
ナ キ スト 連盟 が 発行 する 『ACTI 
ON』 か ら 訳 出し た も の で ある 。 こ 

の リー ワク ワ (。 ルカ リア に お ける ア 
ナ キ ズム 運動 の 活動 報告 、 な ら び に 
政治 社会 情況 を 広く 伝え る こと を 
目的 と し て 編集 され て いる ニュ ー 
レダ ーー で あり 英語 と フラ ンス 弟 で 
発行 され て いる 。 

【 ブ ル ガ リ ア ・ ア ナ キ スト 連盟 

(FAB) 総会 開催 】 

92 年 7 月 11、12 日 の 両日 、 ブ ル ガ 
リア 中 部 の 都市 プロ ブ プ デ ィ フ に お い 
て FAB 総会 が 開催 され た 。 各地 方 
組織 や アナ キス ト 諸 団体 が 招待 され 
jes 
【 ソ フィ ア ・ ア ナ キ スト 共同 集会 】 

7 月 15 日 、 コ ペル ニク ス 通 り に お 
て ーー ツテ ジィ アア の キス よ 各 グル 
ー プ の 共同 集会 。 
その 他 、 各 グル ー プ の 活動 報告 。 


【 ブ プ ブルガリア で も ネオ ・ ナ チ が 登場 


5 月 19 日 、F AM は 、 兵 役 制度 に 
反対 する ロッ ク ・ コ ン サ ー ト を 国防 
省 前 で 開催 。 バ ンド が 演奏 中 、 ネ オ 
Ter ep VA pea Ay 
ズ や ヘビメタ) が 『 ジ ー ク ・ ハ イル 
L 』 と 叫び な が ら 乱入 し 、 コ ン サ ー 


F AB 総会 の 報告 。 


ト を 妨害 し 、 イ ベン ト は 中 止 に 追い 
込ま まれ だ a 

ッ プ イィ イア で は テ ァ ジ シスト の 活動 が 
活発 に な りつ つ あ る 。 とりわけ アラ 
ブ プ 人 、 ジ プシ ー、 異 民族 へ の 遂 撃 が 
増加 し て いる 。 警察 は これ ら 弟 撃 を 
放置 し て いる ば か の で な く 、 こ れ に 
抗議 する 者 に は 、 逆 に 弾圧 を 加え て 
CODE LONDI rA ト は 。 
空手 を 習得 する な ど し て お り 、 警 察 
も 手出し は し な いよ う で ある 。 

【 プ レス リリ ー ス 】 

90 年 65 凡 介 日 この 2 売 ポ @G チ ミス 
マン ハッ タン 銀行 (アメ リカ 資本 ) 
支店 が 爆破 され た 。 当局 は 事件 の 数 
時 間 前 に アメ リカ 大 使 館 前 で 、 人 種 
差別 に 反対 する デモ を お こ な っ て い 
た アナ キス ト を 「 爆 弾 多 グ ルー プ 」 
EUTF vF EDs Lies 

我々 は この 弾圧 に 断固 と し て 抗議 
する と と も に 、 拘 留 中 の 同志 の 即時 
RIEZ Do F AM 

CRRAYT HEZ E2] 

8 月 3 日 、 カ リー ニン グラ ー ド ( 
ロシア ) で 東欧 圏 の アナ キス ト の 集 
会 が 開か れ た 。 

【 プ レス リリ ー ス 】 

10 月 14 日 、 ブ ル ガ リ ア の 兵役 制度 








術 を と っ て いる 。 そ の うえ で PCP 
は 、 す で に リサ リマ ほお て 、 そ の 潜在 


的 軍事 力 を 示威 、 展 開 し て き て お り 、 


リマ 周辺 の 加 しい 地 帯 を 中 心 に 組織 
形成 を お こ な っ て きた 。 

ベル ー に お いて 、PCP の 運動 の 
拡大 、 進 展 を 口実 に し 、 ア メリ カ 側 が 
直接 的 に 軍事 介入 し て くる 事態 は 充 
分 に 予想 され る 。 

ベ ペルー 人民 に 対す る アメ リカ の 戦 


宮 攻 撃 と 対決 し て いく 気運 の 創出 は 、 


ベル ー の 仲間 へ の 具体 的 支援 と いう 
か た ち で 実行 され 、 さ ら に その 困難 
克服 の 過程 で 我々 を 内 的 に うち 鍛え 
る こと が で きる の だ 。 


アメ リカ で ペル ーー 支援 の 
グル ー プ を 形成 
アメ ルカ で は さき 寺 きま な アナ キ 
スト グル ー プ か ら 各 目 が それ ぞ れ 参 
加 し て 、 ペ ルー 支援 の た め の 作 業 グ 


ルー プ が 結成 され 活動 し て いる 。 こ 
の グル ー プ は 、 ペ ルー の 政治 情況 に 
関す る 資料 を 収集 し 、 ペ ルー で の ア 
ナ キ ズム 運動 の 高揚 へ むけ て 資料 を 
提供 し て いる 。 

日 本 に お いて は 、 こ の 国際 キャ ン 
ベ ペー ン の た め に 我々 ARP の 呼び か 
け で 形成 され た GI CRAV が 、 連 
帯 行 動 に 取り 組み 、 昨 年 10 月 30 日 の 
ベ ペルー 大使 館 へ の 抗議 行動 、 さ ら に 
は 釈放 を 要求 する 政 名 運動 を 展開 し 
て いる 。 

昨年 行わ れ た 署名 の 第 一 次 集約 分 
は 、 す で に アメ リカ の 国際 キャ ン ペ 
ョ ジン クル ー ズ の お も と て ^ 送 伯 さ れ た 。 
賭 名 運動 は まだ 続け られ て いる の で 、 
協力 で きる 仲間 が あれ ば 、ARP ま 
で 連絡 し て ほし い 。 


5 月 まで に 定期 購読 を 申し 込む と 、 
ケ 2 パタ リア ンカ レン ダー ブレ ゼ ジ ウト 。 


(ZVVS) に 対す る F AM の 見 解 を 表明 
する 記者 会 見 が 、 ソ フィ ア 報 道 協会 
KG と Cie qe. 

12 の 報道 機関 か ら の 参加 が あっ た 。 
問題 の 重要 性 に も か か わら ず 、 こ れ 
を 記事 に し た の は 新聞 4 紙 。 ま た ソ 
DPA アラ ン オ が 短く 令 た だ け 記 あ 
2 foe 
【 ド ゥ ッ プ ニッ ツ で 情 宣 酒 動 】 

プル ガリ アア ナ キ スト 連盟 CFA 
B) は 、 ド ゥ プ ニ ッ ツ 市 民 、 青 年 有 
moé opis Five 7 lees 
政治 、 経 済 、 社 会 状況 や 、 ド ゥ プ ニ 
ッ ツ 市 政 を 批判 する ビラ 配布 を お こ 
な っ た 。 共産党 に よる 45 年 間 の 支配 
は ブル ガリ ア 社 会 に 隷属 と 閉塞 状態 
を も た らし 、 い まや 社会 は 窒息 寸前 
で ある 。 

ビラ で は 、「 こ の 呪縛 か ら の 解放 
を めざし 行動 を ! 」 て 市民 に 訴え て 
いる 。 

【 モ スク ワ ・ ア ナ キ スト 2 青年 を 

iz) 

14 カ 月 も の 間 、 ロ シア 政府 KG 
B に よっ て 不当 に 投獄 され て いた ロ 
FY PING IRIE TOND 
アナ キス ト 青 年 が 4 月 23 日 、 釈 放さ 
0725 

この 弾圧 に 対し て は 、 全 世界 の ア 
ナ キ スト が 広 男 な 連帯 を 呼び か け 、 
世界 各地 で 抗議 行動 が と りく まれ て 
kria 

連帯 キャ ン ペ ー ン は 実 を 結び 、 釈 
WOOK ZIT EGS atin ツラ ォ ア 
で は F AM の 呼び か け で 91 年 6 H26 
日 に ブル ガリ ア 保 安 省 (DS) に 対 
する デモ ンス トレ ーション が 闘わ れ 、 
モス クワ 2 青年 の 釈放 を 訴え る 連帯 
行動 を 貫徹 し た 。 
ゲン 2 ツィ アテ ヴェルデ 

国際 連帯 キャ ン ペ ー ン 】 

ベ ペルー 政府 に よっ て 不当 に 逮捕 、 
投 歓 され た アナ キス ト 、 ア ンド レス 
・ ヴ ィ ア ヴェ ル デ へ の 国際 連帯 行動 
が 呼び か けら れ 、10 月 30 日 世界 各地 
の ベ ペルー 大 使 館 、 領 事 館 、 そ の 他 ペ 
ルー 関連 施設 に 対し て 、 釈 放 要 求 、 
抗議 行動 が 闘わ れ た 。 

ブル ガリ ア で は FE AM の 呼び か け 
に よる 対 ペ ルー 大 使 館 抗議 行動 が 計 
画 さ れ た が 、 同 大 使 館 は ソフ ィ ア か 
ら か な り の 遠隔 地 に ある と いう こと 
で 、 閉 名 行動 の み と な っ た 。 


(993.4. 5 の 
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@ 11, Feb/ Kyoto @ 11, Feb/ Kyoto enacted the same ordinance last 
A meeting and rally impeaching The statement to the Nigerian November. 
“National Foundation Day”. government has announced in (All acticles are allowed to 
Anti-militalist/-racist/-mona- joint name of A.R.P, RRU/IWA reprint among comrades. ) 
rchist, and anarchist and radical KANSAI, ABC (Kyoto), Takeru Kuroki 
activist joind. Anarchists, par- (member of Anarchist Federation), 
ticulaly, have appealed to which demanded the release for 4 dk に f- 下馬 ER 
organise actions against “Kento members of Awareness League who s7 
1200-nen Sai’. Kyoto local had been arrested last year. | 
government authorities and @ 11-16. Mar/ Kyoto 
financier are going to celebrate Series of actions were made 


1994 as “1200th anniversary of against Kyoto Local Prefectual 
the historical foundation of Government who placed a bill of 
Kyoto’. Kyoto was the capital of municipal ordinance intending to 
the Japanese state for about regulate an use of microphone at 
thousand year till 1868. public places and even on the 

The capital was founded under Streets. 
bloody conquest and invasion to 
several regional nations, for 
instance, people of Yezo, Hayato 
and Ainu, etc. 

ARF €abls ~upe bor S making 
action against this stupid “cel- 
ebration’. Smash the 1200 years 
of massacre! ! 
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ll, Thurseday, at the hall of 
Pref Assembly, anarchists chanted 
and unfolded a banner says Death 
to the Law!!” “Smash the Suppre- 
ssion!!!” 

う Of anarchists and radicalists 
were violently evicted away from 
the gallery by the heavily 
mobilized guards. It was the 
first time in 40 years that 
hearer was excluded from the 
aie. 

several protest actions conti- 
med- it: front of" {hesret 
Government Office and on the 
streets. Papers and TV covered 





SW AGH! 
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E hna げ パ タウ アン は 
these actions. きく あく aN = ョ 
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